実習課題36

～データの伝達とディジタル化、圧縮～

年
組
番
氏名




目標：（この課題でできるようにしたい情報機器の操作目標を書きなさい。）
文字情報にはアルファベット・数字・ひらがな・カタカナ・漢字・その他の記号など、様々なものがあるが、コンピュータではすべてのデータを０と１という２つの信号で表している。

コンピュータで文字情報を表現することを考え、文字データを０と１に置き換えて伝達する方法を考えてみよう。

はじめに
問題

次の文

ＪＹＯＵＨＯＵ​ＮＯ​ＤＥＮＴＡＴＵ
･･････（＊）

を遠く離れた場所に伝達する方法を考えよう。

なお、０～９の数字だけが伝達することができるとし、情報を受け渡しする双方が同じ変換表を持っているとする。

解答例
アルファベットの大文字26文字と空白の合計27文字だから、次のような変換表を作ればよい。

表１：０～９の数字に置き換える変換表
Ａ
０１

Ｈ
０８

Ｏ
１５

Ｖ
２２

Ｂ
０２

Ｉ
０９

Ｐ
１６

Ｗ
２３

Ｃ
０３

Ｊ
１０

Ｑ
１７

Ｘ
２４

Ｄ
０４

Ｋ
１１

Ｒ
１８

Ｙ
２５

Ｅ
０５

Ｌ
１２

Ｓ
１９

Ｚ
２６

Ｆ
０６

Ｍ
１３

Ｔ
２０

空白
００

Ｇ
０７

Ｎ
１４

Ｕ
２１




この変換表に基づいて、問題の文を数字に置き換えると次のようになります。
０９０００１１３０００１００１９２０２１０４０５１４２０
（全部で２８文字）
問題

「Ｉ​＿ＡＭ＿​Ａ＿​ＳＴＵＤＥＮＴ」を下記のコード表に従い置き換え、データ量としては何桁になるか答えなさい。

Ａ
00001
Ｂ
00010
Ｃ
00011
Ｄ
00100
Ｅ
00101
Ｆ
00110
Ｇ
00111
Ｈ
00111

Ｉ
01001
Ｊ
01010
Ｋ
01011
Ｌ
01100
Ｍ
01101
Ｎ
01110
Ｏ
01111
Ｐ
10000

Ｑ
10001
Ｒ
10010
Ｓ
10011
Ｔ
10100
Ｕ
10101
Ｖ
10110
Ｗ
10111
Ｘ
11000

Ｙ
11001
Ｚ
11010
空白
00000


〔0100100000000010110100000000010000010011101001010100100001010111010100〕
全部で何文字〔7０〕文字
実習方法
1. 以下の発展課題について調べ、報告書にまとめなさい。ただし報告書には授業時間内で実施できた内容だけでよい。

1 発展課題１：
解答例では、どうしてＡ～Ｉを１～９としないで０１～０９と考えたのか考えなさい。

2 発展課題２：
「はじめに」の変換方法で日本語を伝達するのは不便である。日本語に適したアルファベットの変換コードを考えなさい。また実際にこれらの方法が使われている例を調べなさい。

3 発展課題３：
実際の情報機器の伝達では２進法が使われている。それでは、０～９をどのように０と１を用いて表したらよいか考えなさい。

4 発展課題４：
文字コードを”01000001”のように表すと、目がチラチラする。人間がわかりやすいように文字コードはどのように表記を工夫しているか調べなさい。

5 発展課題５：
発展課題３では、ＪＹＯＵＨＯＵ ​ＮＯ ​ＤＥＮＴＡＴＵは010101100101111101010100001111101011101101110011111101100100001010111010100000011010010101のように変換される。このデータをもっと少ない量のデータに変換する（圧縮する）方法を考えなさい。

2. 実際に使われている文字コードについて調べなさい。

3. 日本語の変換コードについて調べなさい。

4. 圧縮のしくみについて、ラン・レングス法とハフマン法について調べ、その比較をしなさい。

報告書

1. Ａ～Ｉを１～９としないで０１～０９とした理由を述べなさい。


2. 解答例の変換方法について、不便な点があれば指摘し改善方法を述べなさい。


3. 実際の表現では２進法が使わる。０と１を用いてアルファベットを表すにはどうしたらよいか述べなさい。


4. ２進数は人にとっては扱いづらい。表記のためどのような工夫をしているか述べなさい。


5. データをもっと少ない量のデータに変換する圧縮について、調べた結果をまとめなさい。


確認テスト
問題

次の各問いに答えよ。

(1) アルファベットを２進数で表すコード表を作成したい。桁数は何桁以上にする必要があるか。

〔５桁〕

(2) ひらがなだけで書かれた文を２進数で表すために作成するコード表の桁数は、何桁以上にする必要があるか答えなさい。
〔６桁〕
(3) 文字コードを０と１を使って表す理由を答えなさい。

〔コンピュータ上ではデータを＋と－（オンとオフ）で表すため、２進表現を使う〕

(4) 実際のアルファベットの文字コードは８桁の２進数で表される。しかし（４）のように０と１で表されると人にとっては非常に見づらい。このため実際のコード表にはどのような工夫がなされているか。

〔１６進数で表す〕

(5) （４）の方法の利点を簡単に答えよ。

〔１６進数を用いると、２進数の４桁ずつと変換を対応させることができる。〕

(6) データを圧縮する考え方として、ラン・レングス法とハフマン方がある。この２つの方法について簡単に説明しなさい。
ラン・レングス法：〔”ＡＡＡ”と同じ文字が続く場合、何文字続いているかを計算し”Ａ３”というように圧縮してから変換を行う方法〕

ハフマン法：
〔出現率を調べ、出現率の高い文字ほど短いコードを与えて圧縮する方法〕
(7) ひらがなと漢字（常用漢字１９４５字）でかかれた文を０と１の数字に置き換えるとき、変換表の数字は理論上何桁必要になるか理由をつけて答えなさい。
〔２１１＝２０４８となるので、１１桁あれば十分表現できる〕
(8) また実際にはどのような変換表が用いられているか述べなさい。
〔実際には、２バイト（１バイト＝８ビットなので１６桁）で表されており、２１６＝６５５３６種の文字が表現できる〕
自己評価シート
あてはまるものにチェックを入れなさい。（自分が何について理解し、できるようになったかを振り返るものです。正直に答えること）
なぜ文字データを０と１に置き換えなかればならないか説明できた。


アルファベット大文字＋空白の２７文字分のコード表を作成できた。


解答例でＡのコードを１としないで０１とした理由を説明できた。


問題文を変換表を元に、数字に変換することができた。


変換した数字と変換表から元の文に直すことができた


解答例の改良方法を提案することができた。


解答例で提示されたコード表を２進表現のコード表に書き換えることができた。


なぜ１６進表記を使うか説明できた。


データを圧縮する方法について調べた。


データを圧縮する方法について説明することができた。


実際の文字コード表について調べた。


日本語の変換コードについて調べた。


評価
評価の観点
評価規準
評価の方法
得点

関心･意欲･態度
漢字など、実際のコンピュータではどのようにコード化されているか調べようとする。
自己評価から



ハフマン法をはじめとするデータの圧縮方法について調べようとする。
自己評価から


思考･判断
実際の変換コードのしくみについて理解し、効率よく文字情報を伝達する手段を選択できる。
報告書から



実際の変換コード表で１６進数が使われている理由を説明することができる。
報告書から


技能･表現
アルファベットと数字の変換表を作成し、問題文を数字に変換することができる。
はじめにから



他の生徒に変換した数字と変換表から元の文に直してもらうことができる。
自己評価から


知識･理解
なぜ文字データを０と１に置き換えなければならないか理解している。
報告書から



情報の受け渡しには、受け渡しする双方が同じ変換表を持つ必要があることを理解している。
報告書から


